平成2７年4月17日

　　　小布施町長　市村良三　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小布施町議会議長　関谷　明生
定住促進及び本人通知制度に対する要望書

　小布施町議会では、議会報告会や意見交換会、各種団体との懇談会等を通年にわたり開催してきました。

参加された皆様から様々なご意見やご要望をいただく中で、特に重要と思われる下記の二点について、小布施町においては既に取り組み、検討をされているものではありますが、より一層積極的に取り組まれるよう要望いたします。

記

１．定住促進について

　　人口は地域活力の源泉であり、賑わいの創出や地域コミュニティを維持していくためにも、若者の定住促進は重要かつ喫緊の課題である。

限られた予算ではあるが、子育て支援や起業支援、就農支援など今までの取り組みを更に充実させるとともに、今年度新たに導入される地域おこし協力隊制度を有効に活用されたい。

また、若者や移住希望者を全面的にバックアップするために、定住支援センターの体制整備と、それを効率よく機能させるソフトの充実を図られたい。

２．本人通知制度について

　　全国各地で、住民票の写しや戸籍謄本等の不正請求及び不正取得等による被害が発生していると報告されている。幸い当町においてはまだそのような事例は発生していないが、それを危惧する声があるのも事実である。

個人の情報を守るのは行政の責務であり、今まで以上に個人情報については慎重に取り扱うとともに、住民票の写しや戸籍謄本等の不正請求及び不正取得等による個人の権利侵害の防止を図るために、本人通知制度についての調査・研究に努め、導入に向けた取り組みを進められたい。

